
 政務活動費収支報告書(その2) 

 

     令和６年度政務活動費収支報告書 

   (会派名)大地の会 

1 収 入    

区 分 金 額 備 考 

政 務 活 動 費 1,440,000円  

合  計 1,440,000円  

 

 

2 支 出 

区 分 金 額 備 考 

調 査 研 究 費 1,022,694円 

・10/15 (火)～10/17(木) 

行政視察 

（長崎県対馬市、福岡県北九州市） 

交通費、宿泊費、飛行機キャンセル料 

   （計1,022,694円） 

研 修 費   

広 報 費 350,000円 
活動報告印刷料 

      (計350,000円) 

広 聴 費   

要 請 ・ 陳 情 費   

会 議 費   

資 料 作 成 費   

資 料 購 入 費   

そ の 他 の 経 費   

合 計 1,372,694円  

※ 備考欄には、主たる支出の内訳を記入する。 

 

3 残 額   67,306円 



様式１
大地の会

調査研究費 研修費 広報費 広聴費 要請・陳情費 会議費 資料作成費 資料購入費 その他の経費

1 R6.4.25 令和6年度政務活動費 1,440,000 1,440,000

2 R6.11.6
令和6年10月15日～10月17日
行政視察（長崎県対馬市、福岡県北九州市）旅費
航空機代、宿泊代、タクシー代、有料道路代、駐車料金

965,694 965,694 474,306

3 R6.11.6
令和6年10月15日～10月17日
行政視察（長崎県対馬市、福岡県北九州市）
航空機キャンセル料

57,000 57,000 417,306

4 R7.3.28 活動報告印刷代 350,000 350,000 67,306

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

合計 1,440,000 1,372,694 1,022,694 0 350,000 0 0 0 0 0 0 67,306 67,306円を市へ返還

※年月日は収支事実があった年月日を記載する。
※内容には、政務活動が特定できるように、年月日、場所、活動内容などが明確にわかるように記載する。

残　額 備考

支出内訳

経費項目別内訳

政務活動費出納簿

整理
番号

年月日 内　容 収　入 支　出













 

（様式第２号） 

会派政務調査活動（行政視察）報告書 

（総 括） 

 

会 派 名         大地の会 

会派の代表者名         鎌田正 

視察(調査)期日         令和６年１０月１５日（火）～１７日（木） 

視 察 ( 調 査 ) 先         
① 長崎県対馬市、 

② 福岡県北九州市 

視察(調査)の目的 

（大仙市の現状と 

 選定理由等） 

① ICTを活用した害獣対策について（対馬市） 

農作物に大きな被害をもたらすシカとイノシシの目撃情報及び農作物

への被害が当市においても増えてきており、これまで以上に害獣対策に

取り組む必要がある中で最新の技術を活用した効率的な害獣対策を学

ぶ必要があるため。 

 

② 介護ロボット等の開発・導入実証実験について（北九州市） 

当市においても人手不足が顕著な介護業界において、それをカバーしう

る介護ロボットの現状について学ぶため。 

視察(調査)の行程 別紙のとおり 

視察(調査)への         

参加議員名 
鎌田正、後藤健、佐藤育男、山谷喜元、安達成年、青柳友哉 

視察(調査)概要         

① 対馬市役所内において農林水産部自然共生課担当者より視察事項につ

いての説明を受ける。 

② 北九州市役所内において保健福祉局先進的介護システム推進室担当者

より「先進的介護北九州モデル」についての取り組みについての説明を

受けたあと、介護ロボット等導入支援・普及促進センターに移動し、実

際の介護ロボットや介護機器の実物を見ながらそれらについて担当者

より説明を受ける。 



 

視察(調査)の成果 

と本市に反映でき

る事項或いは反映

させたい事項につ

いて 

※個別報告参照 

 

そ の 他         

(会派としての総括

的意見、上記成果へ

の今後の取り組み

等) 

 当市が抱える課題について先進の事例を学ぶことができ非常に充実した

視察研修となった。 

 会派として、或いはそれぞれの議員が学んできた内容をしっかりと議員

活動に活かして施策に反映できるよう議員活動に邁進してまいりたい。 



 

（様式第３号） 

政務活動費にかかる会派政務調査活動（行政視察）報告書 

（個 別） 

参 加 議 員 氏 名         鎌田正 

所 属 会 派 名         大地の会 

視察(調査)結果の

所感・意見等 

・長崎県対馬市 

 イノシシは１７０９年までに絶滅したが平成６年に野外で確認され、平成

１０年に被害は全島に及ぶ。 

 シカは昭和４１年に県の天然記念物指定されたが、農林被害が発生し始め

平成１６年に天然記念物指定を解除される。 

 平成１６年から有害駆除された捕獲頭数はイノシシ、シカ合わせて令和５

年度までに約９５，１７０頭に達する。 

  

〇ICTを活用した鳥獣被害対策として 

１） オリワナシステム 

LPWA（データ通信を可能とする無線通信技術）で携帯圏外での通信が

可能。返信できるデータ量が少ない 

２） 自動撮影カメラ TREL-4GR 

４G回線を通して画像や動画をメールで送信できる自動撮影カメラ 

わな稼働状況、捕獲物を遠隔地からモニターで分かる。 

 以上のシステムで捕獲しているがメリット、デメリットがあり、今後我々

の地域に利用するとなれば獣種も違うので詳細な検討が必要と思われる。 

 〇捕獲管理支援システム「ラクログ」の導入 

 捕獲個体の位置情報を取得し、捕獲確認に係る事務処理を軽減し、地図上

に可視化する。 

 補助金の口座振り込みのスピード化を図るなどの説明を受ける。 

 

・福岡県北九州市 

 最初に高齢化の実態 

  高齢化率は政令都市１位の 31.2% 

  ８５歳以上は 2040年まで増加 

  要介護認定者の６割超が認知症 

  介護人材の確保は全国的な喫緊の課題 

 これらの状況の中で先進的な介護として北九州の導入 

① 業務の見える化 

介護施設で実施している介護看護業務の分類 

１） 介護施設のデジタル化 



 

２） テクノロジーを活用した業務改善 

② 介護ロボット等の導入の支援、普及センターの開設 

１） 相談、研修、展示、貸出など介護ロボット等の普及開発 

③ 先進的介護、介護ロボットマスター育成講座の開催 

 

以上説明を受け、近い将来我々の地域にも一層進んだ介護システムの構築

の重要性を感じました。 

そ の 他         

 



令和６年度 大仙市議会 会派 大地の会・公明党 合同行政視察 行程表 
 

 

 
令和６年１０月１５日（火）＝第１日目 

 
ＡＮＡ４０４便            ＡＮＡ２５１      ＡＮＡ４９３５          小型バス        

秋田空港 ⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒ 羽田空港 ⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒ 福岡空港 ⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒ 対馬空港 ＝＝＝＝＝＝ 万関展望台 ＝＝＝＝＝＝ 
9:35     10:45    11:30      13:20     14:00       14:35        14:50      15:00       15:30 

 
     ＝＝＝ 金田城跡（山頂）＝＝＝＝＝＝＝ ホテル 

16:00     16:30      16:50 
 

 
 

 
令和６年１０月１６日（水）＝第２日目 

                                                        ＡＮＡ９３６ 
    ホテル ＝＝＝ 対馬市役所（行政視察）＝＝＝ 対馬博物館 ＝＝＝ 昼 食 ＝＝＝＝ 萬 松 院 ＝＝＝ 対馬空港 ⇒⇒⇒⇒⇒⇒ 

9:20    9:30           11:00     11:10     11:50  12:00 13:00  13:10  13:40  14:10   15:05 
 
             小型バス 

   ⇒⇒⇒ 福岡空港 ＝＝＝＝＝＝ 櫛田神社（山笠）＝＝＝ ホテル 
15:35   16:00       16:30     17:00      17:20 

 

 
 

 
令和６年１０月１７日（木）＝第３日目 
 

           小型バス                      現地：ガイド案内 

   ホテル ＝＝博多駅東～大手町＝＝北九州市役所（行政視察）＝＝＝＝＝ 官営八幡製鉄所・眺望 ＝＝＝＝＝ 門司港レトロ地区  

8:30               10:00               11:00         11:20              12:00      12:30 
 
                                  ＪＡＬ３７６       ＪＡＬ１６７ 

   ・・・門司港駅、旧大阪商船、旧門司税関など＝＝＝ 北九州空港 ⇒⇒⇒⇒⇒⇒ 羽田空港 ⇒⇒⇒⇒⇒⇒ 秋田空港 

14:40     15:30  16:30       18:00      19:10       20:15 

 
 

■東横イン対馬厳原 

対馬市厳原町今屋敷７７１－１ 

０９２０－５３－６１４５ 

■静鉄ホテルプレジオ博多駅前 

博多区博多駅前４－１７－６ 

０９２－４５１－２８００ 



 

（様式第４号） 

会派政務調査活動（行政視察）旅費等明細書 

 

（会派名 大地の会   ） 

視察(調査)期日         令和６年10月15日（火）～ 令和６年10月17日（木） 

視 察 ( 調 査 ) 先         長崎県対馬市、福岡県北九州市 

参 加 議 員 名         
（６人） 

鎌田正、佐藤育男、後藤健、山谷喜元、安達成年、青柳友哉 

 
 
 
 
 

 
旅 費 の 額         

鉄 道 

利用路線                                （往復・片道） 

発  着 駅（発）～         駅（着） 

金  額 １人        円×   人 ＝               ① 

航 空 

利用路線 全日本空輸及び日本航空     （往復・片道） 

発  着 
15日：秋田～羽田～福岡～対馬 
16日：対馬～福岡 
17日：北九州～羽田～秋田 

金  額 １人 103,000円× 6人 ＝ 618,000円          ② 

バ  ス 
タクシー 
レンタカー 

利用区間 
対馬市内（小型バス）     （往復・片道） 
福岡県内（ジャンボタクシー） （往復・片道） 

金  額 １人 34,375 円× 6人 ＝ 206,250円          ③ 

船 舶 
利用区間                                 （往復・片道） 

金  額 １人        円×   人 ＝               ④ 

その他 
利用区間 

対馬市内及び福岡県内有料道路及び駐車場 
  （往復・片道） 

金  額 １人     574円× 6人 ＝   3,444円         ⑤ 

宿  泊  費 宿泊先 
対馬市内 
福岡市内 

１人  23,000円× 6人  ＝ 138,000円         ⑥ 

 そ  の  他  

 合     計      ①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥           ＝  965,694円 

 １人当たりの旅費等の合計額                                160,949円 

※ その他は、使途基準による視察先から請求される資料代、研修会参加費等である。 


